
令和５年度 新津中央地区地域福祉懇談会(新年度打合せ会議)報告 

 

日時：令和５年６月１２日(月)14:00～15:30 

会場：新津地域交流センター（203・204 研修室） 

【出席者】地域福祉活動計画実行委員会： 中村会長(コミ協会長)、小林委員(コミ協副会長)、小野沢委員(コミ協副会長)、 

本望委員(コミ協事務局長)、三澤委員(健康福祉部)、五十嵐委員(新津本町 4-2 区町内会長)、 

池野委員(一中地域教育コーディネーター)、菅井委員(一中地域教育コーディネーター)／ 計８名 

秋葉区社会福祉協議会：横山(地区担当)、加藤(支え合いのしくみづくり推進員) 

 

【内 容】 

 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 備考 
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場
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○居場所づくり 

(三善道憩いの場「絆」) 

・毎月 1 回広報紙を発行し、今後も活動を見える化していきたい。 

・地域での横のつながりが出てきた。 

・横断した情報交換をしていくと良い。 

・責任者がいなくても運営できるようにしたい。 

・活動が定着するようにしたい。（年間を通じた活動をしていく） 

・地域を越えた活動に発展していきたい。 

・やりたいことは多くあるが、みんなが忙しくならないようにし

たい。 

・遊歩道のコキア植栽活動を継続する。 

・防災訓練を一緒にできそうである。 

・参加者は多かったが、子どもの参加が少ない。 

 

 

○三善道憩いの場「絆」の継続 

（活動の見える化、情報交換、PTA

との連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三善道「絆」の会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 備考 

居
場
所 

・子どもを対象とした学習については、年間を通じての活動でな

いと定着しない。 

・PTA が望んでいる活動をしたい。そのための声を聞いたり、 

 巻き込むことが大切。 

 

  

 
 

 
 

緊
急
情
報
キ
ッ
ト 

○緊急情報キットの活用 

・緊急情報キットがあることは認識されている。 

・大変良い事業なので各世帯に説明した方が良い。 

・緊急情報キットの更新作業は大事である。 

・緊急連絡先が大事である。 

・町内によってやり方が違う。（町内ごとに任せている） 

・記入が適正か確認していない。記入されていないと意味がない。 

・文字が書けないなど支援が必要な人もいる。 

・コミ協健康福祉部が中心になり、各町内会で実施しているが、

全世帯に配布している町内もある。 

・施設入所等で世帯数が減り、38 世帯となった。（本町 4 丁目 2

区） 

 

 

○緊急情報キットの活用や周知に 

ついて検討 

〇更新や内容について検討 

○緊急情報記入の啓発 

 

 

 

コミ協(地区社協・健

康福祉部) 

自治会・町内会 
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○ラジオ体操を通じた健康づくりと住民同士のつながり 

・健康づくりになるだけでなく、ゆるやかな交流となっている。 

・交流センターに園児や保育士も来て一緒に体操をしている。 

 

○ラジオ体操の普及を継続 

 

 

 

コミ協(地区社協) 

 

 

 

 



 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 備考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

交
流 

○祭りを通じた交流 

・祭りが地域のつながりをつくり、気運を高める活動である。 

・子どもが文化を知る場となる。親も体験しないと子どもに伝え

られない。 

・神輿は PTA 主催にしたい。（本町 3） 

・学年が上がると、お囃子ができるのを楽しみにしている子ども

もいる。 

・お祭りを体験した子どもは楽しみにしている。 

・今は縁日が無いが、子どもたちは縁日を楽しみにしている。 

（屋台より縁日） 

・町内と屋台団体がイコールではないという課題がある。その 

ことから、参加したい子どもが参加できない場合がある。 

・高齢化で存続が心配である。見に来る人も減っている。 

・お祭りが文化になっている地域もあるのに淋しい。 

・新潟市の祭りの補助金制度を活用。今年は開催される。 

・知っている人がいないと参加できない。気軽に参加できるよ 

 う声かけが大切。 

 

○高齢者の関わりの場 

・高齢化が著しい。老人クラブが解散しているところが複数ある。 

・高齢者の参加が難しい。関わりを考えていく必要がある。 

 

 

○誰でも祭りに参加できるような働

きかけや声かけが必要。 

○PTA との連携を検討 

○祭りに関する課題の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇高齢者の関わりの場を考える。 

コミ協(地区社協) 

自治会・町内会 

PTA・屋台運営団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミ協(地区社協) 

自治会・町内会 

地域の茶の間・いき

いきサロン 



 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 備考 

 
 

 

学
校
と
の
連
携 

○学校・PTA・地域とのつながり 

・夏休みの地域懇談会が無くなり、PTA と町内会で話し合う場が

無くなった。 

 

・通学路の除雪活動(善道町１丁目除雪隊)を、学校へ伝えていく

と良い。 

○自学ひろばの継続 

・保護者からも大変喜ばれている。 

○中学生とのつながり 

・祭りや町内行事などに参加することは大事である。 

 

 

○PTA との連携を検討 

〇地域教育コーディネーターと連携 

 

 

 

○自学ひろばの継続 

 

○中学生の地域活動参加への働きか 

 け（地域教育コーディネーターと

連携） 

 

 

コミ協(地区社協) 

地域教育コーディネ

ーター・PTA 

 

 

 

コミ協(地区社協) 

 

 

コミ協(地区社協) 

地域教育コーディネ

ーター 

支
え
合
い 

 

〇ごみ出しや除雪支援の助け合い 

・継続して検討をしていく必要がある。 

 

 

〇ごみ出しや除雪支援の継続 

 

善道町１丁目自治会 

秋葉３丁目町内会 

 

 


